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平成 29年度科学研究費採択 

平成 29年度の科学研究費補助金が 1件新規採択されました。おめでとうございます。（敬称略） 

種目 氏名 期間 研究課題名 
交付予定額 
(直接経費) 

基盤C 

一般 
高橋 徹 H29 – H31 淡水起源シアノトキシンの海域生態系への拡散と残留 360万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学長のコラム 

問題解決や改善のための提案を！ 

4月 2日に行いました辞令交付式の時の挨拶の要点を採録させていただきます。 

皆さんおめでとうございます。 私は、２年前に学長に就任いたしましたが、この２年間は、教育改革推進会議を設置して、アドミッショ

ン、カリキュラム、ディプロマの３つのポリシーの見直しと、カリキュラム改革、教育方法改革を議論してまいりました。そのキャッチフ

レーズは、「１０年後も、２０年後も選ばれ続ける大学」を目指してであります。（高校生と就職先の両方から選ばれるということです。）皆

様は、本学で新たに、あるいは、引き続き仕事をしていただき、本学からの給料、すなわち、学生諸君が納付する授業料等の学費で生計を

立てることになります。したがって、本学が定員割れして学生数が減少すれば、即、給料が得られなくなるので、「１０年後も、２０年後も

選ばれ続ける大学」というキャッチフレーズには、即座に同意いただき、その目的達成の為に、私と一緒に邁進いただけると信じています。 

国家試験の合格発表がありました。すべての分野で全国平均を超えておりますので、専門知識・技術は、クリアしていると考えられます

が、さらに、研究力や、コミュニケーション力をはじめとする人間力や社会人力を鍛える必要があると考えています。 そこで、今年度から、

学生諸君の書く力、コミュニケーションする力、発表する力などを強化するための、アカデミックスキルラボを開設しましたし、学生の人

間力、国際力を鍛える一つの方法として短期海外留学奨学金制度を創設し、最大２０名の希望学生を来年３月に４週間アメリカに送り出し

ます。また、２０２５年問題にむけて、地域包括連携医療教育研究センターを設置し、熊本市北区と合志市をフィールドにして、地域医療

に関する教育研究を実施します。 

 

 

4 月・5月の主な行事予定 

4 月  1日（土） 新規採用者オリエンテーション 

  2日（日） 
入学式、辞令交付式、後援会総会、実習認定式（看
護新 3年次） 

  5日（水） 新入生歓迎会（学友会主催） 

   6日（木） 米満弘之前理事長への感謝の会 

  13日（木） 
平成 28年度成績優秀者表彰式         

杏友会歓送迎会（熊本ホテルキャッスル） 

  22日（土） 保健科学部 4年次保護者会 

5月 13日（土） 看護学科 3年次保護者会 

   15日（月） 開学記念日(休日) 

  28日（日） 
地域包括連携医療教育研究センター  キックオフ
シンポジウム (基調講演・シンポジウム) 

   31日（水） 銀杏学園  理事会・評議員会 

 

入学式 

 4月 2日（日）に入学式を執り行い、学部、大学院、助産

別科及び認定看護師教育課程合わせて405名の新入学生を迎

えました。多数の御来賓、保護者の皆様にご臨席いただきま

した。理事長に就任した﨑元学長が式辞を述べ、新入生を代

表してリハビリテーション学科理学療法学専攻の中村僚希さ 

 

私、この３月１９日から、理事長を兼務することになりましたが、その時

の学内教職員向けのメッセージの中で、「一人一人の努力と提案で良くなる大

学」ということを申し上げました。そこで、皆様に、一つお願いがあります。

入職１年目あるいは、配属・委嘱・担当替え１年目というのは、皆様にとっ

て大変ご苦労の多い年だと思いますが、組織にとっても非常に重要でありま

す。それは、１年目は皆様の感性が敏感であるという点であります。多くの

ことが初めてですので、これはおかしいのではないか、もっと良くできるの

ではないかといろいろなことを感じられると思います。それを、１年後に、

文字にして報告していただきたいのです。皆さんと共に、この大学を良くし

ていきたいと思いますので、皆様のお力（努力）と活躍（提案）に期待いた

しております。 

 

んが、「医療に携わる人

間として的確な判断力

と高い倫理観を培い、

学識を深め、人格の形

成に精進する」ことを

宣誓しました。宣誓終

了後に毎年恒例の握手

をかわされました。 

文責 総務課 

(文責:総務課) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28年度 熊本保健科学大学教職員旅行 

 3月 23日～24日に職員旅行を実施しました。例年、夏季に実施していましたが、今年度は 4月の熊本地震の影響で開催が遅くなり、熊本

復興支援として天草観光となりました。 

１日目は朝から雨と天候には恵まれませんでしたが、学長による天草五橋の説明を聞く事ができ、大変興味深い、楽しい旅行となりました。 

 

           年度末(3月)に開催されたセミナー・研修会・講習会一覧 

3 月  6日 
①特別セミナー（主催;看護学科 後援;FD委員会）【講師】横井 郁子氏 

②ハラスメント防止研修会  

  7日 ③個人情報・情報セキュリティ合同研修会 【講師】菊池 健氏 

  8日 ④大学教育改革推進PG クリッカー活用講習会 

  14日 ⑤第２回ＦＤセミナー 教育手法としてのプレイバックシアター 

 16日－17日 ⑥学内研究助成・研究報告会    

  22日 ⑦第 2回ＳＤ研修会「教職協働の一端を担う事務職員の役割について」 

  30日 
⑧アカデミックスキルラボ開設(お披露目) 

プレゼンテーション授業セミナー 【講師】大友 りお氏 
 

①   ②   ③   ④  

⑤   ⑥  ⑦  ⑧  

 

ご覧になりましたか!! 

新アリーナ建設現場に掲げてある、現場の方々からの「入学

祝メッセージ」。新入生達が西里駅を行き来するときに見えるよ

うに掲げてありました。心温まるものがございました。お気遣

い戴きまして、誠に有難うございました。H29.4.4撮影 

※年度末の忙しい時期ではありましたが、

教職員の皆様方には、多数ご参加いただき

まして有難うございました。 

下の写真は、①～⑧のセミナー・研修会・

講習会の様子  

また、2日目は穏やかな日差しの中、世界文化遺

産に申請されている崎津教会・崎津集落の説明や

散策も楽しめました。幹事は医学検査学科の南部

教授、古賀教務嘱託、田邊助教、正木でしたが、

同科の先生方の協力を頂き、無事務めることがで

きました。 

参加されました教職員の方々へ、感謝申し上げ

ます。(文責:正木 孝幸教授) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      国家試験合格状況   （ ）は全国 

 
受験者数

（人） 

合格者数 

（人） 

合格率 

（％） 

昨年の合格率 

（％） 

第 103回 

保健師 

17 

(8,207) 

17 

(7,450) 

100.0 

(90.8) 

100.0 

(89.8) 

第 106回 

看護師 

108 

(62,534) 

106 

(55,367) 

98.1 

(88.5) 

98.2 

 (89.4） 

第 100回 

助産師 

20 

(2,053) 

19 

(1,909) 

95.0 

(93.0) 

100.0 

(99.8) 

第 63回 

臨床検査技師 

118 

(4,739) 

110 

(3,729) 

93.2 

(78.7) 

96.6 

(76.4) 

第 52回 

理学療法士 

44 

(13,719) 

44 

(12,388) 

100.0 

(90.3) 

91.1 

(74.1) 

第 52回 

作業療法士 

44 

(5,983) 

43 

(5,007) 

97.7 

(83.7) 

95.1 

(87.6) 

第 19回 

言語聴覚士 

36 

(2,571) 

35 

(1,951) 

97.2 

(75.9) 

100.0 

(67.6) 

                                    【学務課】 


